
備
南
の
珍
石
Ⅱ

１
、
初
め
に

珍
石
と
云
う
名
称
に
し
た
が
、
此
珍
石
と
は
、
磐
座
を
中
心
と
す
る
さ
代
の
石
信

仰
と
、
中
近
世
の
石
神
信
仰
を
合
わ
せ
も
っ
た
も
の
だ
と
解
釈
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
馨
座
と
は
　
図
■
、
鵞
、
Ⅲ
参
照

古
代
の
石
信
仰
の

一
つ
で
あ
り
、
石
は
硬
く
、
永
久
不
変
で
あ
る
事
か
ら
信
仰
が

生
じ
た
。
縄
文
時
代
の
石
積
、
配
石
、
立
石
等
が
源
流
と
さ
れ
、
そ
れ
が
弥
生
と
続

き
ゝ
古
墳
時
代
に
、
人
を
埋
葬
し
て
お
ら
ず
、
祭
紀
遺
物
が
石
に
伴
わ
れ
て
い
る
も

図 機

七

森

人

の
を
磐
座
と
云
っ
て
い
る
。

（
し
か
し
、
此
で
は
、
遺
物
を
伴
わ
な
い
が
、
馨
座
と

思
わ
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
）

Ｂ
古
代
の
信
仰

講
記
で
磐
座
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
、
此
で
は
他
の
信
仰
か
ら
磐
座

へ
と
、
変
わ

っ
て
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。

ア
、
山
の
信
仰
　
図
Ⅳ
、
平
参
照

神
奈
備
型
と
浅
間
型
の
二
種
が
あ
り
、
浅
間
型
と
は
富
士
山
に
代
表
さ
れ
る
高
山

で
人
が
近
づ
け
な
い
事
か
ら
、
神
の
住
む
世
界
と
考
え
て
そ
の
曲
を
信
仰
し
た
も
の

で
、
此
付
近
で
は
四
国
の
石
鑓
出
が
著
名
で
あ
る
。

神
奈
備
型
と
は
、
奈
良
県
の
三
輪
曲
が
代
表
さ
れ
る
が
、
集
落
に
接
し
た
小
山
や

独
立
丘
で
円
形
の
美
し
い
形
を
し
て
お
り
、
空
に
近
く
、
神
が
降
臨
す
る
場
所
と
考

え
て
、
此
を
聖
地
化
す
る
。
此
付
近
で
は
就

ｐ
バ

議
就
備
等
、
神
奈
備
と
云
う
名
称

に
似
た
地
名
や
、
一み熟
静
ヽ
従
が
等
ヽ
奈
良
県
の
二み
輸
ぼ

に
似
た
燿
名
が
神
奈
備
山
で

有
る
事
が
多
い
の
で
、
神
辺
年
の
黄
葉
山
や
府
中
市
の
三
諸
山
が
そ
れ
と
思
わ
れ
る
。

又
、
神
奈
鐘
、
浅
間
型
の
山
を
望
む
場
所
を
神
聖
化
し
、
磐
座
等
を
築
く
。

最
初
は
、
山
そ
の
も
の
を
信
仰
し
、
麓
か
ら
遥
拝
し
て
い
た
が
、
日
本
に
仏
教
が
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入
り
、
神
社

の
成
立
が
始
ま
り
、
拝
殿
が
出
来

て
、
次

に
神

の
住
む
場
所
と
し
て
、　
　
　
　
工
、
交
通
神
　
図
Ⅵ
参
照

本
殿
が
出
来
る
。
そ
れ
と
共

に
山
林
仏
教

の
影
響

で
、
人
々
が
山
に
入

っ
て
い
く
よ

う
に
な
り
、
里
に
あ
る
元
の
聖
地
が
、
山
全
体

の
信
仰
か
ら
、
山
頂

に
神
が
降
臨
す
る

と
考
え
て
、
山
頂

に
磐
座
を
築
く
様
に
な
る
。
此

に
後
に
神
社
が
建
て
ら
れ
て
、
麓
の

本
宮
、
中
腹

の
中
宮
、
山
頂

の
奥
宮
と
な

っ
て
い
く
、
此
は
山
の
み
で
な
く
、
海

の

信
仰

に
も
此
は
影
響
し
て
い
く
。

イ
、
巨
岩

此
が
磐
座
と
し
て
成
立
し
て
い
く
も
の
で
前
記
し
て
い
る
。

石
を
加
工
し
た
り
、
立
て
た
り
、
周
辺
に
石
を
配
し
た
り
、
小
石
を
敷
き

つ
め
た
り

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

ウ
、
生
産
神

水
神
、
豊
作
神
等
で
、
水
が
涸
れ
な
い
事
を
祈
り
稲
作
の
豊
作
を
祈
り
、
水
の
湧

く
所
、
川
の
上
流
、
田
の
付
近
で
祭
り
、
磐
座
等
を
築
く
、
又
、
集
落
の
外
は
悪
霊

の
世
界
と
考
え
て
い
た
の
で
、
集
落
外
か
ら
悪
霊
が
入
っ
て
来
な
い
事
と
、
集
落
の

守
護
神
と
し
て
祭

る
。

図 V

匈
図 Ⅳ

神 奈 備 型

古
代

で
の
瀬
戸
内

の
航
海
は
、
満
潮
と
干
潮
を
利
用

注
１

注
２

し
て
航
海
し
、
嵐
等
を
恐
れ
て
、
海
神
、
島
神

に
航
海

の
無
事
を
祈
り
海
に
供
え
た
り
、
島
に
上
陸
し
て
、
供
え
た

り
し
て
祭

っ
た
。
瀬
戸
内
海

で
は
沖
乗
り
方
法
と
地
乗

大
阪
方
面

一／

浅 間 型

① 岡 山県岡山市高島

② 香 lII県 直島町荒神島

③ 岡山県笠岡市神島

④  同 市  飛島

⑤ 広島県内海町 田島

⑥愛媛 県新居浜 市魚島

い δ
こィ

´´
。

⑤ ←―ヽ_。①

① 三原市糸崎

③ 福山市輛

③ 愛媛県大三島

図 Ⅵ
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り
方
法
が
あ
り
、
岡
山
県
岡
山
市

の
港
外

の
計
ぎ

を
行
き
、
児
島
半
島

（此
こ
ろ
は

注
４

島

で
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
）

の
間
を
通
る
か
、
香
川
県
直
島
町
の
荒
神
島

の
沖
を
通

り
、
笠
岡
市

は
構
ぎ
沖

か
、
縦
響
口
沖
を
通
り
、
輛
を
経
て
、
沼
隈
と
田
島
の
間
を
通
り
、

三
原
市

の
糸
崎
を
経
て
、
蒲
刈
諸
島

の
御
手
洗
を
経
る
か
、
因
島

か
、
岩
城
島
を
通

り
、
事
ゴ

島
を
通

っ
て
行

っ
た
と
思
う
。

２
、
各
　
論

Ａ
、
高
丸
磐
座
　
福
山
市
箕
島
町
高
丸
　
図
Ⅶ
、
参
照

各
々
の
石
の
高
さ
は
１
″
以
下
で
広
さ
は
約
２
ノ
以
下
ぐ
ら
い
で
、
下
に
５
つ
ぐ

ら
い
、
上
に
３
ぐ
ら

い
の
二
段
重
ね
と
な
っ
て
い
る
。
石
そ
の
も
の
は
自
然
石
を
積

ん
だ
と
云
う
様
な
感
じ
で
磁
喝
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
９

葛
城
神
社
の
前
に
有
り
、
本
殿
は
無
く
、
拝
殿
の
み
で
、
水
呑
町
の
葛
城
山
を
望

み
得
る
。
水
呑
町
の
詢
城
山
亀
鳩
だ
山
と
し
て
拝
み
、
此
に
磐
座
を
築
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
祭
杷
を
し
て
い
た
人
々
の
集
落
は
、
箕
島
町
の
片
島
に
古
墳
群
が
有
り
、
福

禅
谷
に
銅
剣
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
此
銅
剣
出
土
地
付
近
に
集
落
が
有

っ
た
と
思

わ
れ
る
。

明王院

ヘ

①妙見岩

②洗谷貝塚

①高丸磐座
②福禅谷遺跡
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① 甚九郎石

旧
石
油
備
留
タ
ン
ク

Ｂ
、
水
否
町
妙
見
岩
　
福
山
市
水
呑
町
妙
見
　
図
Ⅸ
、
Ｘ
参
照

妙
見
神
社

の
裏
山

（岩
）

の
事

で
あ
る
。
裏
山
頂
の
巨
岩
群
、
建
物

の
横
に
あ
る

巨
岩
等

で
、
そ
の
総
称
を
妙
見
岩
と
呼
称
す
る
。

（
も

っ
と
も

一
つ

一
つ
の
岩

に
も

名
称
が
あ
る
の
で
は
あ
る
が
）
岩
そ
の
も
の
を
信
仰
し
て
い
た
の
で
は
な
く
て
、
麓

か
ら
見
て
此
山
全
体
を
神
体
山
と
し
て
拝
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
そ
れ
が

後

に
裏
岩
群

の
巨
岩
信
仰

に
な
り
、
水
呑
町

に
日
蓮
宗
が
布
教
さ
れ
て
、
ず

っ
と
後

に
、
此
に
妙
見
神
社
が
建

て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
妙
見
神
社

の
建
て
ら
れ
て
い
る
所

注
＝

に
は
何
故
か
、
巨
岩
群

の
有
る
所
が
多

い
。
妙
見
信
仰
は
道
教

の
北
斗
信
仰
が
、
仏

教

に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
、
も
と
も
と
自
然
信
仰
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
巨
岩

と
云
う
自
然
信
仰
と
同
調
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

‐

′

＝

＝

‐―

呵

・
Ｉ
Ｎ
ド
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Ｃ
、
高
諸
神
社
の
磐
座
　
福
山
市
今
津
町
　
図
Ⅲ
、
Ⅲ
参
照

戸
田
山
古
墳
群

の
山
と
永
松
山
古
墳
群
の
山
の
南

に
派
生
し
た
丘
陵

の
最
端
部
に

注
１２

位
置
し
、
南
は
元
々
海

で
あ
る
。
尾
道
市

の
浦
崎
半
島
を
眺
む
様

な
位
置
し
、
松
永

湾

の
最
奥
部

に
あ
る
。

注
１３

磐
座
そ
の
も

の
は
現
在
の
社

の
下
の
岩
盤

の
事

で
あ
る
。
此
神
社
は
式
内
社
と
比

注
１４

定
さ
れ
て
お
り
、
北

に
古
墳
群
等
が
多
数
有
り
、
古

く
か
ら
栄
え
て
い
た
地
と
思
う
。

此
岩
盤

の
上

に
も
配
石
遺
構
が
有
る
。

つ
ま
り
、
岩
盤
を
祭

っ
て
い
た
人
々
が
後
に

岩
盤
上

に
人
工
的

に
配
石
を
し
て
此
を
祭
り
、
更
に
、
神
社
を
建
立
す
る
と
云
う
時

代
変
遷
を
伴

っ
て
人
々
の
祭
杞
方
法
が
変

っ
て
い
る
。

松
永
駅

図 Ⅲ①高諸神社
②戸田山古墳
③永松山古墳
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Ｄ
、
横
島

の
甚
九
郎
石
　
沼
隈
郡
内
海
町
横
島
　
図
Ⅷ
、
皿
、

ＸⅣ

参
照

横
島

の
沼
隈
町
側

で
は
な
く
て
外
海
側
の
山
の
尾
根

に
有

る
。
石
の
大
き
さ
は
高

さ
５

″
ぐ
ら

い
、
広
さ
”
畳
ぐ
ら
い

（石

の
上
に
登
れ
る
は
ず

で
あ
る
が
、
雑
草
等

に
よ
り
、
登
れ
な
か

っ
た
が
、
道

の
上
よ
り
見

て
こ
の
ぐ
ら

い
の
広
さ
と
思
う
。
）

此
岩

の
下

に
も
小
甚
九
石
と
云
う
巨
岩
が
有
る
。

此
付
近
及
び
麓

に
も
人
家
は
無
く
、
此
島

の
ず

っ
と
南

に
魚
島
が
有
り
、
此

で
祭

杷
遺
物
を
出
土
し
、
耐

が

関
係

の
遺
跡

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
航
路
は
、
田
島

と
沼
隈
町

の
間
を
通

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、　
一
般
航
路
と
し
て
、
横
島

の
沖
を

通
る
も

の
も
あ

っ
た
と
思
う
。
此
横
島

よ
り
魚
島
を
見
れ
ば
、
島

の
形
が
神
奈
備
型

|ノ

図 XⅢ

５
、
最
後
に

此
で
書

い
て
い
る
も
の
は
、
磐
座
そ
の
も
の
の
信
仰
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い

注
１６

も
の
が
多

い
。
県
北

で
は
比
婆
山
の
刻
彫
岩

や
、
庄
原

の
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
が
話
題
に
な

り
、
共

に

一
時
信
仰
が
衰
ろ
え
て
い
て
、
麓
の
神
社

の
方

に
祭
杷

の
中
心
が
移

っ
て

い
る
。
此
様

に
、
麓
で
祈

っ
て
い
た
祭
杷
が
奥

の
神
聖
化
を
求

め
て
、
山
頂

へ
移
り
、

更
に
、
人
々
の
集
落

へ
と
、
麓

へ
祭
杷
の
中
心
が
移

っ
て
い
っ
た
。

注
１
　
満
潮

や
干
潮
を
自
由

に
動
か
し
、
島

の
砂
洲
を
伸
縮
さ
せ
た
り
す
る
事

の
で

き
る
神
様
と
考
え
て
、
船

で
航
海
す
る
時

に
無
事

に
航
海

で
き
る
様

に
祈
っ
た
。

注
２
　
陸

で
は
峠
を
自
分

の
住
ん
で
い
る
神
の
世
界
か
ら
別

の
世
界
の
接
点
と
考
え

を

し

て
い

る
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て
、
神

へ
お
供
え
を
す
る
。

そ
れ
と
同
じ
様

に
、
海
で
は
自
分

の
住
ん
で
い
る
海

の
世
界
か
ら
別

の
神

が
支
配
す
る
接
点

と
し
て
島
を
陸

で
の
峠
と
同
じ
様

に
考
え
た
り
、
又
、
海

神
と
同
じ
様

な
事

が
出
来

る
神
と
も
考
え
た
。

注
３
　
５
、
６
、
７
世
紀
頃

の
祭
杷
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
磐
境
と
呼
ば
れ
る

巨
岩
も
有
る
。

注
４
　
祭
杷
遣
物
が
有
り
、
磐
座
と
思
わ
れ
る
巨
岩
も
有
る
。

注
５
　
遣
唐
使

の

一
行
が
此

へ
寄
港
し
て
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
歌
が
有
り
、
式
内
社
も

存
在
す
る
。
又
、
神
島
沖

の
高
島

に
は
黒
土
遺
跡
、
王
泊
遺
跡
が
有
り
、
特

に
王
泊
遺
跡
は
東
海
地
方

の
土
器
や
九
州
地
方
東
南
部

の
土
器
が
出
土
し
、

遠
隔
地
域
の
土
器

の
搬
入
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
海
上
交
通
の
重
要
な
泊
地

と
思
わ
れ
る
。

注
６
　
大
飛
島
遺
跡
と
云
う
８
世
紀

か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
祭
杷
遺
物
が
出
土
し
、

奈
良
時
代

の
重
要

な
祭
杷
遺
跡
と
思
わ
れ
る
。

注
７
　
大
山
祇
神
社
が
有
り
、
弥
生
時
代

か
ら
の
祭
杷
が
行
な
わ
れ
、
海

の
守
護
神

神

と
し
て
も
著
名

で
あ
る
。

注
８
　
神
社

に
は
神
が
住
ん
で
い
る
家
と
考
え
る
本
殿
と
そ
の
神
様
を
拝
む
場
所
と

し
て
拝
殿
の
主
に
二
つ
は
有
る
。

注
９
　
奈
良
県
と
大
阪
府

の
境

に
誇
る
山
で
、
南

の
全
鋼
山
か
ら
葛
城
山
を
径

て
北

の
二
上
山
ま
で
の
総
称
を
葛
城
山
と
呼
ぶ
。
そ
の
山

に
葛
城
神
、
又
は
、

一

言
主
大
神
が
降
臨
す
る
と
考
え
て
、
そ
の
山
を
崇
拝
し
た
。
そ
れ
が
後

に
、

修
験
道

の
役

ノ
行
者
が
葛
城
山
で
修
行
を
し
て
い
た
為

に
、
修
験
道

の
聖
地

と
な
り
、
後
に
此
ら
の
神
社
が
、
修
験
道
の
影
響
等
か
ら
各
地
に
勧
請
さ
れ

て
葛
城
神
社
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
御
神
体
を
葛
城
山
と
称
し
た
。

注
１０
　
神
様
は
天
界
に
住
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
地
上
に
降
臨
し

た
時
に
宿
る
物
を
御
正
体
、
又
は
、
御
神
体
と
称
し
た
。
そ
の
神
の
宿
る
物

が
山
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
時
に
、
そ
の
山
を
神
体
山
と
称
す
る
。

注
ｎ
　
仏
教
は
釈
迦
に
よ
っ
て
開
ら
か
れ
た
が
、
す
で
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
云
う
民

族
多
神
教
が
広
ま
っ
て
い
た
、
そ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
中
の
神
を
仏
教
に
取

り
入
れ
て
菩
薩
と
な
っ
た
様
に
、
仏
教
が
中
国
に
伝
来
し
た
時
に
中
国
の
民

族
多
神
教
で
あ
る
道
教
の
中
の
教
え
を
取
り
入
れ
た
。
北
斗
七
星
を
神
格
化

し
て
妙
見
菩
薩
と
称
し
て
、
そ
の
妙
見
菩
薩
を
日
蓮
宗
で
は
重
要

に
考
え
て
、

日
蓮
宗
の
布
教
と
共
に
広
ま
り
妙
見
社
が
建
立
さ
れ
た
。

注
１２
　
製
塩
土
器
を
多
量
に
出
土
し
た
満
越
遺
跡
が
有
る
。

注
１３
　
九
二
七
年
に
出
来
た
延
喜
式
神
名
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る
神
社
の
事
で
国
が

管
理
し
て
い
た
。

注
１４
　
一月
田
山
、
永
松
山
、
長
波
等
に
多
数
の
古
墳
と
弥
生
式
土
器
も
出
土
し
、
此

付
近
に
集
落
が
有

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

注
１５
　
大
木
祭
杷
遺
跡
と
云
わ
れ
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
土
師
器
系
の
粗
製

土
器
や
、
鏡
の
模
造
製
品
臼
玉
と
青
銅
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。

注
１６
　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
？
と
云
う
名
称
は
気
に
入
ら
な
い
が
、
此
山
を
神
体
山
と
し
て

北
方
に
有
る
遺
構
群
か
ら
祭
杷
し
て
い
た
と
思
う
。
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